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議事概要 

1. 主査・構成員の紹介、主査代理の指名 

  放送業務委員会については構成員の指名、および伊丹委員の主査指名が情報通信審議会情報通信技

術分科会 ITU 部会において行われた旨が事務局より紹介された。また、伊丹主査より大槻専門委員が

主査代理として指名された。 

 

2. 前回議事概要の確認 

資料 放-48-1「放送業務委員会（第 47回）議事概要（案）」が確認され、案のとおり承認された。 

 

3. ITU-R SG6、各 WP 会合への対処について 

3.1. ITU-R SG6、各 WP 会合の概要について 

事務局より、資料 放-48-2「2023年３月 ITU-R SG6、各 WP会合の概要」に基づき、次回の会合に

ついて説明が行われた。 

 

3.2. 外国寄与文書への対処案について 

西田専門委員（放送業務 WG 主任）より、資料 放-48-3「放送業務 WG における検討結果」及び資料 

放-48-4「外国寄与文書審議表（案）」に基づき、外国寄与文書の審議表案について主なトピックの説

明が行われ、案のとおり承認された。今後提出される外国寄与文書への対処については、審議表案を

作成してメールにて審議を行うことが主査より提案されて承認された。質疑の概要は次のとおり。 

【6B216 Annex1.5 研究課題ITU-R 49/6廃止草案 限定受信放送システム】 

伊 丹 主 査 ：  どのような経緯から出てきたものなのか。 

西田専門委員 ： 長らく寄与が途切れているため、研究課題として必要ないのではないかという

議論になった。 

 

 

3.3. 日本寄与文書案について 

西田専門委員より、資料 放-48-3「放送業務 WGにおける検討結果」及び資料 放-48-5「日本寄与文

書（案）」に基づき、日本から提出される予定の寄与文書案が説明された。質疑の概要は次のとおり。 

 

【B1 新レポートITU-R BT.[CLOUD]草案に向けた作業文書改訂提案―番組制作におけるクラウドコ

ンピューティングの使用】 

浦野専門委員： Annex１の A1.1.1 FIGURE A1-1における図中の Distribution operatorから

Local serverに向けた緑矢印について、図中の他の矢印はコンテンツの流れを

示しているのに対し、当該の矢印はオペレーターからの制御の流れを示してい

る。そのことがより明確になるよう、図の修正もしくは文での補足をしたい。 

西田専門委員 ： 賛同する。 
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【C2 全色域映像の提案に対するコメント】 

西田専門委員 ： 放送業務 WGで議論した際に、実際のカメラやディスプレーで実証する必要はな

い、テレビジョン応用に限定する必要はないなど、この寄与文書案に反対する

意見があり、このような意見を考慮して放送業務委員会で議論して欲しいとい

う要望があったことを、WG主任としてこの場で紹介する。このような点を踏ま

え、皆さまに御議論いただきたい。 

私は、この寄与文書案の趣旨は無条件に提案に反対するものではなく、まずは

提案の有効性・有用性を示して欲しいというものだと理解している。本件を検

討するラポータグループが設置され、検討が求められている課題があるが、そ

れら検討課題について、かつて日本から提案して認められた UHDTVの広色域表

色系の設計の考え方を述べたものでもある。 

また、SG6議長の立場で言えば、SG6 においてテレビジョン以外の応用を目的と

して検討するのはおかしいが、テレビジョン用に検討された技術が他にも応用

できるのであれば、それは歓迎すべきことと考える。 

浦野専門委員： 全色域映像の提案に対して懸念のコメントをすること、勧告化やレポート化し

ていく上で、課題などの論点を明確化し議論をするためにこのような内容を入

力することに賛同する。適用分野・アプリケーションが明確化されること、そ

れが SG6の所掌範囲として適切であることを確認することは重要。提案元は

ARIBであるが、現場運用の意見も含まれており、監視・モニタリングにおける

提案方式に対する懸念や虚色を表現するための符号の効率化に関するコメント

などの技術的な課題を提起している。ラポータグループでの議論と合わせてし

っかり検討いただく上で、日本寄書の入力に賛同する。一方で、放送業務 WGに

おける、新技術に対しそれを阻害することを言うべきでないという観点での反

対意見も十分理解できる。表現の工夫などを施すことにより、一方的な反対で

はなく、しっかりと議論をするための日本寄書であるという点を明確にすれば

よいのではないか。 

西田専門委員： 放送業務 WGおよびここでのご意見を受けて修正を提案させていただきたい。 

日本語概要の「提出寄書の意図・目的」に「懸念を示し、反論する」との記載

は、「UHDTVの広色域表色系の設計・標準化の経験に基づいて意見を述べる。」

と改めたい。「1.目標色域」の末尾に「実証される必要がある」とあるが、

「実証されることが望ましい」に改めたい。あくまでも、BT.2020と比べてどれ

だけの視覚的な差が得られるのかを示して欲しいという趣旨。「4.結論」の

「採用するメリットが見られない」は「採用するメリットが不明である」に、

「全色域映像の利点が実証される必要がある」は「全色域映像の利点が実証さ

れることを望む」に、末尾の「現時点で ITU-R勧告の必要性は認められない」

は削除したい。英文については、以上の日本語概要の修正をもとに修正する。 

伊 丹 主 査 ： 修正については主査に一任いただきたい。 
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3.4. ITU-R SG6、各 WP 会合への対処方針案について 

事務局より、資料 放-48-6「ITU-R SG6、各 WP会合への対処方針（案）」に基づき、会合への対

処方針案が説明され、案のとおり承認された。 

 

4. その他 

今後のスケジュールについて 

事務局より、資料 放-48-7「今後の検討スケジュール（案）」に基づき、今後のスケジュールが説明

された。 
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